
参考資料：  

地域医療機関の情報連携の取り組みの現状  
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1．医師不足問題と地域医療連携の必要性の高まり  

近年、地域の患者が必要以上に高度な医療を求めて中核病院へ集中。2004年度の新臨床研修制度開始以降顕著になっ  
た地域医師不足とあいまって、中核病院での医師の負担が増大し、医師が辞めていくという悪循環が発生。このような地域の  
医師不足問題（医療崩壊）に対応するため、地域における医師確保に加えて、中核病院と周辺の診療所等の適切な役割分  
担（地域医療連携クリテイカルパスなど）によって患者の治療を一体的に実現することが必要との認識が高まる。  
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2．地域医療再生基金による地域医療連携の支援  

車2006年度第5次医療法改正を踏まえ、2008年度から都道府県が策定する医療計  
画において、脳卒中等4疾病5事業に係る地域医療連携体制に関する事項を定める   
こととされた。これを受けて、情報技術を活用して患者情報を連携することにより、地  
域連携クリテイカルパスを実現する取組みが本格開始。   

を地域全体が直面する医療課題を解決することが地域医療再生基金の目的であり、そ   
の解決手段の一つとして、この取組みを行うことも可能である。  
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3．地域医療連携のニーズの多様化  

・4疾病5事業の1つである糖尿病は近年発症数が急増。糖尿病は、特に高齢者における慢性  
疾患となる場合が多く、医療と介護の双方のサービスを受け、又は複数の医療機関にかかる  
場合が多い。   

・急性疾患の脳卒中でも、高齢者の場合には退院後も継続的な介護が必要となることが多く、  
現在の医療連携の枠内にとどまらず介護フェーズまで連携対象とすることが必要。  

・さらに、在宅医療が推進されていることから、在宅時における看護・介護時の健康状況などの  
情報が、医療機関の診療情報と連携することが必要。   

・これまでの地域医療連携では、急性期から退院まで（いわゆるすごろく上がり型）の一方向の  
情報連携が着目されてきたが、今後は以上のような情報連携の必要性が増大してきている。  

介護市場規模予測  

（出典：「国立社会保障・人口問題研究所」発行「介護動態統計」）  

糖尿病の患者の推移  

（出典：平成18年度「国民栄養・健康調査の概要」（厚生労働省））  13   



4．地域医療連携におけるシステム導入事例  

政府事業等により、各地で情報システムを活用した地域医療連携が行われているが、初期投資及び  
維持コスト高などによって進展の範囲は限定的。地域をまたがる情報連携は十分進んでいない。  

⊂＝］  

経済産業省／MEDIS－DCによる  

平成12年度先進的情報技術活用型  

医療機関等ネットワーク化推進事業  

⊂：コ  

厚生労働省による平成14年  

度以降の地域診療情報連  

携推進事業  

［：：コ  

平成18年度厚生労働省電  

子的診療情報交換推進事  

業  

［：＝］  

平成18－20年度地域医療情報  

連携システムの標準化及び実  

証事業  

I I 
経済産業省・総務省・厚生労働  

省による平成20年度健康情報  

活用基盤実証事業  

［：：コ  

総務省による平成20年度一平成21  

年度地域ICT利活用モデル構築事業  

、＼＼ 、  

ヽ一  

、㌧・＼∨も   

＼、＼  

診療ネットワーク  

、＼・＼＼・㍉・、、、 ＼、 
、、 

あじさいネットワーク  
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5．地域医療機関間の情報連携の現状  

◆連携は医療従事者間の信頼関係が構築されている範囲（顔が見える範囲）。したがって、地域医療連携で   
はヒューマンネットワークの構築が前提。そのためには、地域における医師の確保の取組みが不可欠。  

争現時点では、疾病ごとの地域医療連携が開始されたところ。地域医療連携に参加していない医療機関も多   
数存在するとともに、医療情報連携に、情報システムを活用しているとも限らない。  

㊥今回の地域医療再生基金事業における地域医療の情報連携では、ヒューマンネットワーク構築とともに、効   
率的かつ拡張可能性の高い情報システムの導入が期待されるところ。  

Aニ次医療圏  B二次医療圏  

患者は概ね自分の住んでいる二次医療圏で地域医療連携を利用する  
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6．医療情報システムの導入促進・標準化等  

攣 2000年以降、医療の情報化は、まずオーダノングシステム、次に電子カルテシステムの導入促進から出発。ベンダー間でシ  

ステムが接続できないとの問題が発生し、05年～07年実証事業として、病院内部のシステムの統合化・マルチベンダー化を  
図るための院内システム問の情報接続標準化を政策的に推進。院内システムの情報接続は一定の成果あり。  

医療機関間での情報連携としては、紹介状の電子化（CD－R化）のための標準化事業（06年度）や、脳卒中及び周産期医療  
に係る一方向の地域医療連携のための標準化事業（06年度～08年度）を実施。医療連携の取組みは緒についたばかり。  

病院内でのみシステム化をするのであれば病院独自コードで十分であり、また、システムを標準コードに変更するコスト負担  

が大きいことから、医療用語・標準コードの普及は進んでいない状況。しかし、前述のように地域医療連携の取組みが喫緊の  
課題となる中、医療現場で最低限必要な情報交換の仕組みが必要となっている。  

B病院  

医療機関内の情報システムの連携に必要な対策①  医療機関間の情報システムの連携に必要な対策②  

他病院の  

システム  
が  

どうなって  

いるのか  

様々な  
べンダが  

システム  

を構築  
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7．医療情報システムの導入支援及び標準化への国の取り組み（参考）  

厚生労働省   
医療施設内システムの   

導入促進・標準化  

2001（H13）  

eJ和泊計戦1略‾  

医療情報  
電子化、外部  
保存に向け  

2003（H15）  

eJ由鬼石戦略1r  
たルール  

同  
諭  

サ    ヾ  
二＝＝        一与    田    避             日    J  

l  

ヽJ    隣    賠  

淋  
聖  
妙  

標準化技術課題  
の検討（一部は  

三省連携事業）  

共通機能や基本  
要件、普及方策  
等について検討  

紹介状、診療情  
報CD化  
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